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株式会社新生銀行 
 

ドイツのノルト/ＬＢとウェストＬＢ 
新生銀行およびＪＣフラワーズ社と共同でローンプラットフォームを立ち上げ 
～ SGKー ドイツの公的金融セクターで初の不良債権専門の合弁会社を設立 ～ 

 
 
ドイツのノルト/ＬＢ（NORD/LB Norddeutsche Landesbank） とウェストＬＢ（WestLB AG）は、国際パートナー  

としての新生銀行およびＪＣフラワーズ社と共同で、不良債権を扱う合弁会社 Servicegesellschaft 

Kreditmanagement GmbH (以下 SGK)を設立することとなりました。ドイツにおいて、不良債権の買取・再編  

ならびに処理を専門に行う会社を、公的銀行セクターが設立するのはこれが初めてです。同社は、ドイツの        

公的セクターならびに民間セクターの金融機関を対象にサービスを提供します。新会社はフランクフルト/マインに本

社をおき、連邦反トラスト庁の承認が得られ次第業務を開始します。 

 

６月２９日(水)にフランクフルト/マインで開かれた記者会見の席上、ノルトＬＢ取締役のギュンター・ダンケルは、

不良債権市場の将来について次のように話しています。「ドイツの不良債権市場はまだ発展途上の段階にあり 

ますが、海外投資家からの関心がますます高まっています。この合弁事業に対する外国金融機関の関心の高さが

このビジネスモデルの魅力を証明しています」。第３のパートナーについてダンケルは、「パートナーとなる新生銀行 

およびＪＣフラワーズ社は、不良債権の処理に関する経験が豊富であり、今回の事業の専門性を高めてくれる  

でしょう。」と述べています。  

 

ウェストＬＢの取締役であるマンフレッド・プファーは、次のように強調しました。「ＳＧＫは、貯蓄銀行グループに  

おける不良債権処理の中心的な機関となる可能性があります。新ＢＩＳ規制の影響および与信業務により厳格

な姿勢が求められている状況から 、銀行界では不良債権処理をアウトソースする意向が高まっています。これに 

より銀行は必要資本の節約とコストベースの改善が可能となります。加えて、証券化の手法により新しい資産  

クラスへの投資機会を増やすこともできます。」 

 

新会社の業務開始に当たり、ノルト/ＬＢとウェストＬＢは、当初合計約 4 億ユーロの商業用不動産向け不良

債権を譲渡します。両行は、新生銀行およびＪＣフラワーズ社の不良債権市場における専門知識のサポートを 

受け、将来的には民間セクター向けの業務拡大を目指します。東部ドイツ貯蓄・振替銀行協会(OSGV)によると、

公的セクターにおける不良債権市場の規模は600 億から 1,000 億ユーロとされ、また専門家の見方ではドイツ 

全体の市場規模では 1,600 億ユーロから3,000 億ユーロに上るとされています。 
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この新しいクレジット・プラットフォームは、公的セクターにおいて従来行なわれていなかったサービスを提供します。

すなわち、公的セクターの金融機関は、不良債権の分野でのノンコア業務をアウトソースし、コアビジネスへ集中 

することが可能となるとともに、資産ポートフォリオを裏付けとするファンディング組成の一環として、新たな投資機会

を得ることも可能となります。 

 

ＳＧＫは、商業用不動産向け不良債権ならびに、大企業および中小企業向け不良債権の処理をサービスを

提供します。今後は他の貸出債権の種類にも対応するため、必要に応じ法人およびリテールバンクの分野で同様

のサービスを提供する他社と協力することも視野に入れています。また、個々の貯蓄銀行ではポートフォリオの分散

が不十分かつ規模も小さいため利用することのできなかった証券化取引も、同社による資産ポートフォリオを裏付

けとするファンディング組成の一環としてはこれを活用することも可能となります。貯蓄銀行協会およびこの     

ノルト/ＬＢ、ウェストＬＢの２行の地域にある多くの貯蓄銀行が、既にこの合弁会社が提供する幅広い商品・   

サービスについて具体的な関心を示しています。 

 

新生銀行社長兼ＣＥＯのティエリー・ポルテは「ノルト/ＬＢとウェストＬＢのビジネスパートナーとして選ばれたことを

光栄に思います。この不良債権処理を目的とした合弁事業は、当行が日本で蓄積した専門知識・能力を、  

海外の優れたパートナーと組むことによって最大限に活用していくという当行の国際戦略の一環です。当行は   

これまでも様々な種類の資産への長期的投資を中心にドイツにおける金融業務を行って参りましたが、この合弁

事業は、当行のドイツにおける長期投資に対するコミットメントを表しています。ドイツ市場は大変魅力的であり、

今後当行の資本と人材をこの重要な市場に投入していきたいと思っています。」とコメントしています。 

以 上 

 

 本件と同様の発表を、2005 年 6 月 29 日（現地時間）にハノーバー、デュッセルドルフおよびフランクフルト/マイン

にて行っています。 

 
 
 
 


